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看護師は医療者の中でも患者の一番近くに居て，患者や家族とコミュニケーションをとり，観察し，様子がいつ

もと違うことや異変が起こっていることに注意を払い，気づいたら対応をリードする，いわばチーム医療の中核

的存在である．現代医療において，看護師は，患者・家族と医師，他のヘルスケアプロフェッショナルと医

師，ときに患者と家族の間を取り持つ役割を果たす．看護においては，臨場性，即時性，非侵襲性・低拘束性が

肝要であり，信頼性と信頼感は必須である．また，それらとともにコストエフェクティブネスも重視される．専

門知識と高い実行力を持つプロフェッショナルの活動を客観化と直接化（看護職である人が行うことが不可欠な

タスク）を底支えする AIシステムの働きがこれからの社会では必ず求められてくる．センサやデバイスが IoTで接

続され，それらに基づき機能する AIとともに働く看護プロフェッショナルが一人一人の地域・家庭や施設・病院

における生活を支える個別ケアが展開される．そのケアは対処的というより予期的・先回りのケアであろう．技

術の進展とともに，長期間常に客観計測していることで，そのデータにより日々の状況の認識・可視化や特異状

況の見える化，予見・予防を行えるようになる．もっぱら病態の状態しか見ることができない今の医療・看護か

ら，常時モニタリングする AIと精査する医療者との協調に基づく，ふだんとそことの差異に着目するヘルスケア

へとシフトしていく．プロフェッショナルである看護師を取り巻く現状，工学・情報科学と看護学の越境である

新しい看護理工学という分野の成り立ちとともに，看護における画像認識，みまもりと行動モデリング，看護

ビッグデータ解析の3領域での研究例を紹介する．
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Abstract: The current situation of nurses and the situation in the field of new nursing science and engineering (NSE) 
will be explained. NSE is a border between engineering/informatics and nursing. In the area where AI is related to 
nursing and healthcare, development examples of three regions will be introduced: image recognition, monitoring 
and behavior modeling, and nursing big data analysis.  

Keywords: Nursing Science and Engineering, Monitoring, Indirect work, Nurse call. 
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図 1 看護理工学のコンセプトと円環プロセス 

 

3.看護における画像認識 
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4.見守りとモニタリング 

取り組みの一例として，独居高齢者のセンサによる見

守りで，軽度認知機能の低下や運動機能の低下の検出あ

るいは予兆の検知を行った研究を示す 7) ．地域社会で行

われている遠隔ナースコール事業の仕掛けに，居宅の主

要な部屋に人感センサを設置して毎日の生活を計測し，

差分から異変を検出することでボタンを押さなくても自

動通報する機能が付加できる機能を追加した．例えば，就

寝・起床の時刻，食事や外出のタイミングなどが把握可能

で，これらから，行動の典型的なパターンが把握されてい

く．これにより，長時間臥床の異変，夜間高頻度移動の急

増の異変，移動域の漸減の異変などが検出される．病院に

通院する独居高齢者をリクルートし，上記サービスに参

加していただき1分毎の各部屋の動き検知データを収集・

蓄積したところ，日常生活機能動作(ADL)の緩やかな低下

との関連や，運動機能のうちバランス能（開眼片足立ち），

高齢者うつ尺度(GDS)との関連が見られた．特に，宅内で

の動きが少ないことが認知機能(MMSE)が低いことと相

関していた． 

5.看護ビッグデータ解析 

一つの例として，ナースコールの発呼データに基づく

病棟繁忙度アセスメントの取り組みを紹介する．ナース

コール数が多いことは病棟・看護師の繁忙度と関連する

とされていることから，大規模大学病院の 15 年間のナー

スコールの履歴を分析し，さらにうち 5 年分の主診療科

の異なる病棟の間のコール数・種別を比較した．ナースコ

ールデータとしては，病棟フロア，部屋番号，ベッド番号，

ナースコールの種別を 1 時間単位で集約したものを利用

した．結果，ナースコール数の多い病棟の主診療科は，神

経系の内科や高齢者特有の疾患に関わる内科であった．

最も多い病棟では 1 年あたり約 11 万 2 千回，1 日あたり

300 回強のナースコールが鳴っていた．コール数が多い病

棟のナースコール種別を調べたところ，ナースコールが

ある年に急増するのはセンサコールの増加によるもので

あった 8) ． 
また，ナースコール発呼履歴と看護記録やカルテなど

多種データベースの突合によるビッグデータ解析も試み

た．ボタンによるナースコール数が多い整形外科病棟に

注目し，カルテなどから得られる患者状況とナースコー

ル数の関係を検討した．患者の容態に影響しコール数に

影響すると考えられる手術の有無，鎮静剤の利用有無な

ど関連が見られた 9,10) ． 

6.おわりに 
AI の進展は，看護に関わる患者の日々の様々な健康デ

ータの収集・保管，それに基づく分析・共有を容易にし，

個々人に対するよりパーソナライズされたケアやサービ

スの提供，患者エクスペリエンスの向上につながること

が期待されている．ケアワークの効率化・医療コストやミ

スの削減が起こることも間接的に想定され，AI 研究者・

開発者と看護学研究者・看護師の協働の活発化が望まれ

る． 
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